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ソ 連 時 代 、 ウ ズ ベ キ ス タ ン の 農 業 は 綿 花 栽 培 に 特 化 し て い た が 、 独 立 後 は 食

料 自 給 率 向 上 を め ざ し 、 農 業 の 軸 足 を 綿 花 か ら 穀 物 へ と 移 し て き た 。 一 方 、 ソ

ビ エ ト 連 邦 崩 壊 後 、 計 画 経 済 か ら 市 場 経 済 へ の 急 速 な 転 換 を 行 わ ず 、 漸 進 政 策

に よ る 、 経 済 発 展 を 進 め て き た 。 し か し 、 年 々 都 市 部 と 地 方 と の 経 済 格 差 は 広

が っ て い る 。  

ウ ズ ベ キ ス タ ン は シ ル ク ロ ー ド の 中 継 地 と し て 、 数 千 年 の シ ル ク 産 業 の 歴 史

を 持 っ て い る 。 養 蚕 業 は 、 独 立 後 の 経 済 混 乱 か ら 衰 退 を 続 け て き た が 、 伝 統 産

業 と し て の 養 蚕 、 製 糸 、 織 物 は 今 日 も 連 綿 と 引 き 継 が れ て い る 。 ソ 連 時 代 、 養

蚕 保 護 政 策 が す す め ら れ た た め 繭 生 産 量 は 増 加 し た が 、 独 立 の 前 年 1 99 0 年 の

32,8 00ｔ を ピ ー ク に 、1 99 8 年 は 2 0,3 75ｔ と 減 少 し た 。そ の 後 、2 01 4 年 に は 26 ,1 02

ｔ と 増 産 し 、 中 国 、 イ ン ド に つ ぐ 世 界 第 3 位 の 繭 生 産 国 と な っ た 。 綿 花 等 主 作

物 の 繁 忙 期 に 入 る 前 の 4 月 ～ 5 月 の 1 か 月 間 で 作 業 が 終 了 す る た め 、 養 蚕 は 農

家 の 副 業 と し て 重 要 で あ り 、 作 業 の 多 く を 農 家 女 性 が 担 っ て い る 。  

養 蚕 大 国 で あ る 中 国 、イ ン ド は 、日 本 蚕 種 を 導 入 し 、繭 の 高 品 質 化 を 進 め た 。

し か し 、 ウ ズ ベ キ ス タ ン は ソ 連 邦 の 一 共 和 国 で あ っ た た め 、 高 品 質 な 日 本 蚕 種

を 導 入 せ ず 、 独 自 の 品 種 改 良 を 進 め て き た 。 さ ら に 、 ソ 連 時 代 、 周 囲 の 旧 ソ 連

諸 国 に 蚕 種 を 配 布 す る ほ ど 蚕 種 製 造 が 盛 ん で あ っ た 。独 立 後 も 蚕 の 品 種 の 育 成 、

改 良 を ウ ズ ベ キ ス タ ン 国 立 養 蚕 研 究 所 で 行 っ て い る が 、 春 蚕 期 の 年 1 回 飼 育 実

験 す る だ け に 留 ま っ て い る 。 そ の た め 品 種 育 成 に 時 間 が 掛 か り 、 飼 育 、 生 糸 、

織 物 等 の 新 し い ニ ー ズ に 対 応 が で き て い な い 。 さ ら に 、 蚕 種 製 造 所 の 倒 産 な ど

に よ り 、 蚕 種 製 造 が 追 い つ か ず 、 全 飼 育 量 の 約 4 割 の 蚕 種 を 中 国 か ら 輸 入 し て



い る 。  

 本 論 文 で は 、 高 品 質 な 日 本 蚕 種 を ウ ズ ベ キ ス タ ン に 導 入 す る こ と に よ る 農 村

経 済 の 向 上 と 農 村 女 性 の 自 立 化 に 及 ぼ す 影 響 に つ い 検 討 し た 。 さ ら に 、 東 京 農

工 大 学 が 行 っ た ウ ズ ベ キ ス タ ン の 伝 統 的 絹 織 物 ア ト ラ ス プ ロ ジ ェ ク ト に よ る 農

村 女 性 の 自 立 化 の 可 能 性 に つ い て 明 ら か に し た 。  

 日 本 蚕 種 は 、 強 健 性 に 優 れ 、 繭 質 も 良 い が 、 飼 育 が 難 し く 、 多 く の 国 で 現 地

の 蚕 種 と 交 配 し た 交 雑 種 で 養 蚕 を 行 っ て い る 。 日 本 蚕 種 を 導 入 す る こ と が 可 能

か を 検 討 す る た め に 、 201 0 年 に 、フ ェ ル ガ ナ 州 ヨ ズ ヨ ボ ン 市 で 、日 本 蚕 種「 錦

秋 ×鐘 和 」 に よ る 飼 育 試 験 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 日 本 の 蚕 種 が 飼 育 可 能 で あ る

こ と が 明 ら か と な っ た 。 20 11 年 に 、 日 本 で 春 蚕 期 に 多 く 飼 育 さ れ 、「 錦 秋 ×鐘

和 」 よ り さ ら に 繭 質 、 糸 質 の 良 い 蚕 種 「 春 月 ×宝 鐘 」 も 飼 育 可 能 で あ る こ と が

わ か っ た 。さ ら に 、ウ ズ ベ キ ス タ ン の 蚕 種 、「 イ パ ク チ 1」と 比 較 し 、同 一 の 蚕

種 量 か ら の 繭 の 収 量 が 平 均 2 割 多 く 、 農 家 の 収 入 向 上 に つ な が る こ と が わ か っ

た 。 又 、 繭 質 の 性 状 調 査 結 果 か ら 、 ウ ズ ベ キ ス タ ン で 飼 育 し た 日 本 蚕 種 は 、 ウ

ズ ベ キ ス タ ン 蚕 種 と 異 な り 、 世 界 標 準 の 繭 質 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。  

ウ ズ ベ キ ス タ ン で 、 養 蚕 業 を 発 展 さ せ る た め に は 、 自 国 で 高 品 質 な 蚕 種 製 造

を 行 う こ と が 不 可 欠 で あ る 。 そ こ で 、 ウ ズ ベ キ ス タ ン で 高 品 質 な 日 本 蚕 種 の 製

造 実 験 を 行 っ た 。 2 014 年 、原 種「 錦 秋 」と「 鐘 和 」を フ ェ ル ガ ナ 州 に あ る フ ェ

ル ガ ナ 蚕 種 製 造 所 で 飼 育 し 、 交 雑 種 「 錦 秋 ×鐘 和 」 を 製 造 し た 。 こ の ウ ズ ベ キ

ス タ ン 産「 錦 秋 ×鐘 和 」と 、日 本 産「 錦 秋 ×鐘 和 」を フ ェ ル ガ ナ 州 ベ ッ シ ュ ア ル

ク 市 で 飼 育 し 、 繭 の 生 産 に 違 い が あ る か 調 査 し た 。 そ の 結 果 、 収 繭 量 、 質 と も

に 差 が な か っ た 。 こ の 結 果 か ら 、 ウ ズ ベ キ ス タ ン で 、 高 品 質 な 日 本 蚕 種 を 製 造

出 来 る こ と が 判 明 し た 。  

さ ら に 、 ウ ズ ベ キ ス タ ン 国 内 の 中 で 、 気 候 条 件 な ど 養 蚕 を 行 う 上 で 最 も 条 件

の 厳 し い ホ レ ズ ム 州 シ ャ ワ ッ ト 市 で 201 5 年 に 日 本 蚕 種 の 試 験 飼 育 を 行 っ た 。

そ の 結 果 、 こ の 地 域 で も 日 本 蚕 種 の 飼 育 が 可 能 で あ る こ と を 明 ら か に し た 。 こ

の こ と か ら 日 本 の 蚕 種 が ウ ズ ベ キ ス タ ン 全 土 で 飼 育 可 能 で あ る こ と を 明 ら か に

し た 。 以 上 の こ と か ら 日 本 蚕 種 を 飼 育 す る こ と に よ り 、 養 蚕 に よ る 収 入 が 増 加

す る 可 能 性 が 明 ら か と な っ た 。  

 し か し 、 主 に 女 性 の 仕 事 で あ る 養 蚕 に よ る 収 入 は 農 業 収 入 の 一 環 と し て 家 長

で あ る 男 性 が 管 理 し て い た 。 そ の た め 、 養 蚕 に よ る 収 入 向 上 に よ る 女 性 へ の 直

接 の 影 響 は 少 な か っ た 。 自 由 に で き る 現 金 収 入 獲 得 の 手 段 を 得 る こ と は 、 女 性

の 自 立 化 に 重 要 で あ る 。 そ こ で 、 ウ ズ ベ キ ス タ ン の 伝 統 織 物 ア ト ラ ス を 利 用 し

た 女 性 の 自 立 化 支 援 の 可 能 性 に つ い て 、プ ロ ジ ェ ク ト の 結 果 を も と に 検 討 し た 。

ア ト ラ ス を 使 っ た 絹 商 品 を 作 る こ と は 自 宅 で 可 能 で あ る 。 そ の た め 、 農 村 女 性

が 自 宅 で 行 え る 作 業 で あ る 。 こ れ ら の 収 入 は 女 性 が 自 由 に 使 っ て い た 。 こ の こ

と か ら 、 自 宅 で 行 う 作 業 に よ り 現 金 収 入 を 得 る 方 法 を 創 出 す る こ と は 、 自 宅 外

で の 作 業 を 認 め ら れ な い 多 く の 女 性 の 自 立 化 に 貢 献 す る 方 法 で あ る こ と を 明 ら

か に し た 。  


